


がんプロフェッショナル養成基盤推進プラン

米国における高度実践看護師によるケアの質改善

がん看護学教育国際セミナー

－安全ケアに集点をあてて－

初夏の日差しが心地よい 2015 年 5 月、東京丸の内にて、
がん看護学教育国際セミナーが開催されました。
今回も、米国スタンフォードヘルスケア　高度実践看護師の
Garrett Chan 先生をお招きしてお話を伺いました。
Garrett Chan 先生の温かくユーモア溢れる講演は、興味深く、
来場者の方にも大好評のうちに終わりました。
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2015 年 5 月 23 日（土）14：00 ～ 16：50
コンファレンススクエア　エムプラス
小松浩子（慶應義塾大学看護医療学部　教授）
Garrett Chan 
PhD, APRN, FAEN, FPCN, FNAP,FAAN 
Director of Advances Practice 
Stanford Health Care
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　平成 24 年度よりスタートしたがんプロフェッショナル養成

基盤推進プラン「高度がん医療開発を先導する専門家の養

成」事業も 4 年目を迎えました。慶應義塾大学大学院健康

マネジメント研究科では、【高度最先端がん医療を支える専

門看護師養成コース（修士課程）】【がん看護トランスレーショ

ナルリサーチコース（博士課程）】を推進しています。これら

のコースではグローバルな視点から活躍できるがん看護研究

者と高度実践看護師の育成をめざしています。これまでにグ

ローバルに活躍できる看護師をめざし、がん看護学教育国

際セミナーを継続開催してきました。

　第 4 回がん看護学教育国際セミナーでは米国スタンフォー

ドヘルスケア Garrett Chan 博士をお招きし、「米国における

APRN（高度実践看護師）によるケアの質改善－安全ケアに

焦点をあてて」についてご講演頂きました。高度実践看護師

が＜患者中心のがん医療＞を先導するためには常に患者に

とっての最善のアウトカムを保証するためには安全ケアに責

任を持たなければなりません。

　Garrett Chan 博士から、安全ケアに焦点をあてたケアの質

保証について基盤となる実践、理論および研究について貴重

な内容をご講演頂きました。

　がん看護ケアの質改善に取り組んでおられる看護師の皆

様に広くご活用頂くことを考え、講演の内容を報告書にまと

めました。どうぞご一読頂き、今後の実践や研究に生かして

頂ければ幸いに存じます。

報告書について
慶應義塾大学大学院健康マネジメント研究科

教授　小松　浩子
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Nursing’s Role in Quality and 
Performance Improvement 

米国スタンフォードヘルスケアの高度実践看護師 Garrett 

Chan 先生より、高度実践看護師の立場から安全ケアに集

点をあてた、ケアの質改善についての講義が行われました。　
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